













らできたものがある。例えば、 「ますますJ は「増すJ のくりかえしが副詞になっ
た。他にも、副詞には「漢語（音読みの漢語）＋してJ の形のものもある。例えば、



















































日本文法講座 5 連体詞・副詞』） ・畠都「高rj詞への転成J （『副詞の意味と用



















辛く＋するー辛うじて） ・「決心」の「決J 一一決して・「大概J の「概」一一概
して・「大変J の「大J 一一大して・「断定J の「断」一一断じて、である。
橋豊は「連体詞・副詞と他品調との関係J （『品調別日本文法講座 5 連体





しかし、 「ーにしてJ 、 「ーではJ とし、う副調もあるが、例： 「し、ずれにして






2. 1. 3 仮定形からの転成
仮定形からの転成は二つしかないc すなわち、 「言わばJ と「例えばJ である。
この副詞は動詞未然形に「ぱ」を加えて、転成したものと言える。
2. 1. 4 未然形からの転成
未然形からの転成はパターンがいろいろあるけれども、例は非常に少ない。そ
してほとんど古語しか出てこない。
橋豊は「連体調・高Jj詞と他品詞との関係J （『品詞別日本文法講座 5 連体









2. I. 5 終止形からの転成
これについても同じ論文の中で、僑豊は以下のように分類されている。







同じで、転成する語も同じである。しかし、この語は「恐らく J と「願はくはJ の
以外に、現代部の副詞ではもう出てこない。







2. 2. 1 終止形からの転成
例：ますます・返す返す・見る見る・行く行く・泣く泣く・恐る恐る・重ね重
ね・かわるがわる・知らず知らず。











の転成J （『副詞の意味と用法』）によると、これは形容詞の「カリ活用形J + 
「ず」からの転成副調であって、動詞否定形からの転成ではないとし、う。
2. 4 自動調・他動調からの転成
阿久津智は「擬音語・擬態語からできた動調」 （『日本語ジャーナル』 1 9 9 
2 ・ 8 ）をとりあげた。それによると動調には擬音語・擬態語からできたものがた
くさんあるとしづ。パターンは以下のように示されている。
ア．擬音語・擬態語「 a b ab J 一一一段の自動調「 a b e る J (b の母音がエ
段に変る）。
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